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審 査 結 果 の 要 旨 

本研究は、甲状腺乳頭癌の周囲臓器への浸潤を認める転移リンパ節が、予後や再発にど

のように影響を及ぼすかについて検討したものである。その結果、甲状腺乳頭癌の転移リ

ンパ節の周囲臓器浸潤は、独立した予後因子といえなかった。転移リンパ節による臓器浸

潤は、遠隔再発の危険因子であったが、局所再発の危険因子ではなかった。本論文の内容

は、これまで議論の多かった甲状腺癌のリンパ節転移が、予後や再発にどのように影響す

るかの一端を明確にしており、臨床腫瘍学的観点において明らかに学術水準を高めたもの

と認められる。 

 


